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SDGs で共に創る　持続可能な行方

２
．
社
会
的
・
経
済
的
つ
な
が
り
と
持

続
可
能
性

　
地
方
の
祭
り
の
持
続
可
能
性
に
つ
い

て
、気
に
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て「
持

続
性
」「
収
入
」
を
挙
げ
た
い
。
大
宮

神
社
例
大
祭
で
も
、
祭
り
を
持
続
可
能

に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
経
済
面
で
の

課
題
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
行
方
市
で
は
、

地
域
住
民
の
寄
付
だ
け
で
祭
り
を
運
営

す
る
現
在
の
方
法
で
は
、
持
続
的
で
あ

る
と
は
言
え
な
い
。
社
会
的
・
経
済
的

な
つ
な
が
り
が
強
い
鹿
行
地
区
へ
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
、
ま
た
官
民

連
携
や
観
光
化
等
を
通
し
て
、
祭
り
を

持
続
的
に
運
営
す
る
た
め
の
、
経
済
的

な
基
盤
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ

う
。（
３
年
生
、
女
性
）

３
．
帰
属
性
、
主
体
性
と
持
続
可
能
性

ー
都
市
部
と
の
比
較

　
私
の
出
身
地
で
あ
る
都
市
部
の
祭
り

で
は
、
多
く
の
屋
台
が
並
び
、
そ
れ
を

市
民
が
回
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
主
で
あ

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
明
確
な
祭

り
の
担
い
手
と
し
て
見
え
て
こ
な
い
。

こ
れ
に
対
し
行
方
市
の
祭
り
は
「
総
踊

り
」「
の
の
字
廻
し
」「
総
曳
き
」
な

ど
、
住
民
参
加
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
が

　

前
回
に
続
き
「
行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
２
０
２
３
」
を
通

じ
た
、
本
学
学
生
の
考
察
に
つ
い
て
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
大
宮
神
社

関
係
者
お
よ
び
関
係
各
位
に
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
学
生
に

よ
る
原
文
を
尊
重
し
、
必
要
な
編
集
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

１
．
地
域
と
祭
り
の
つ
な
が
り
と
持
続

可
能
性

　

地
域
と
祭
り
の
つ
な
が
り
は
強
い
。

大
宮
神
社
例
大
祭
は
行
方
市
の
玉
造
地

区
で
行
わ
れ
る
祭
り
で
、
周
辺
の
地
区

か
ら
の
参
加
も
あ
る
。
地
域
の
祭
り
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や
再
構

築
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
宮

神
社
例
大
祭
は
山
車
の
準
備
に
始
ま
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地
域
文
化
と
持
続
可
能
性
に
向
け
て

行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
茨
城
大
学
教
授　
野
田 

真
里

り
、
住
民
を
は
じ
め
と
し
た
「
人
」
と

の
関
わ
り
が
深
い
祭
り
で
あ
る
。
し
か

し
、
社
会
の
変
化
に
よ
り
、
祭
り
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
意
識
が
薄
れ
つ
つ
あ

り
、
持
続
性
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
祭
り
を
通
じ
て
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
る
機
会
を
意
識
し

て
つ
く
り
出
す
こ
と
は
、
祭
り
や
文
化

の
継
承
だ
け
で
な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
持
続
可
能
性
に
も
貢
献
で
き
る

と
考
え
る
。
具
体
的
に
は
、
子
ど
も
た

ち
が
実
際
に
山
車
の
飾
り
つ
け
に
関
わ

る
等
の
活
動
参
加
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
理
解
促
進
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
学
校
等
で
の
探
究
活
動
に

お
け
る
住
民
へ
の
訪
問
調
査
や
発
表
な

ど
を
通
し
て
、
学
び
を
深
め
る
こ
と
も

重
要
で
あ
ろ
う
。（
４
年
生
、
女
性
・

３
年
生
、
女
性
）

あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
役
を

担
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
「
参
加
者
が

共
に
楽
し
む
」
と
い
う
強
い
意
図
が
存

在
し
、
こ
れ
に
よ
り
市
民
の
地
域
に
対

す
る
帰
属
意
識
や
、
地
域
の
行
事
で
あ

る
祭
り
を
地
域
住
民
自
身
が
盛
り
上
げ

る
と
い
う
主
体
性
が
育
ま
れ
る
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

　

こ
う
し
た
帰
属
意
識
や
主
体
性
は

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
・
強
化
」

に
強
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
地
域
の
持

続
可
能
性
の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
。
人
口
減
少
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
中
で
「
祭
り
」
と
「
地
域
」

の
強
い
結
び
つ
き
を
維
持
す
る
こ
と

は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。（
４
年
生
、

男
性
）

（
大
宮
神
社
例
大
祭
を
事
例
に
）

▶ 

大
宮
神
社
で
の
訪
問
調
査

― 
学
生
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
視
点
か
ら
（
３
）


